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市 の 人 口 
	

男 25,562人 
	

世 帯 数 	14,703 

	

52,869人 
	

女 27,307人 
	

（昭和58年12月1日現在）住民基本台帳から 

4l 



(558号） ② 昭和59年（1984年）1月1日 	 広報ごしょがわら 

今
年
は

農
業
委
員
の
改
選
年
で

す
 

鷺
幾

綴
縦

盤
澱
灘
難
 

ー
ダ

ー
就
労
前
育

成
集
会
 

出
稼
労
働
者
グ

ル
ー
。フ
 

個
人
の
方
で
も
お
気
軽
に
お
 

■
と
こ
ろ
 
西
北
労
働
基
準
 

い
で
下
さ
い
。
 

協
会

（
市内
新
宮
町
）
 

「一
 
十

一
時
三
十
分
ま

で
 

『
 

「市
制
施
行
三
十
周
年
を

迎
え

て
」
 

「
 
十
一
時
「

一
十
パ刀
ま
で
 

『
 
「

市
制
施
行
三
十
周
年
を
迎

え
て

一
 

S
 

一」
視
枯
《
下さ
い
 

（一
 

■
主
月森
テ
レ
ビ

（
A
T
V
)
 

「一
 

月
二
日

（
口月
）
斤
十
一
七
持
一
十
五
分
 

S
 
か
、
ら一二
十
分
ま
で
 

（
 

「住

み
よ
い
活
力
あ

る
ま
ち
づ

く
り

一
 

g
 

■
！月
滴
加
送
（

R
A
B
)
 

ト
 

ー
月
匹
日

（
水
）
午
前
十
一
」
埼
か
、
ら
 

「
 
一
・E
十
《
 
車
不
d
差
』】フ

・L
L
'
＋
メ
 

、
リh

リ

h
h
h，り
Iり
l

，
り
h
リり

h
I
り
h
"
h
 

（
市
長
、
新
春
テ
レ
ビ
対
 

ご
視
聴
下

さ
い
 

囲
国
回
国
固
回
国
回
 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ

い
ま
す
。
 

今
年
は
、
わ
が
市
が
誕
生
し

て
三
十
周
年
と
い
う
ま
こ
と
に

記
念
す
べ
き
年
を
迎
え

ま
し
た
。
 

市
民
と
曽
ど
も
喜
び
を
分
ち
合

い
、
新
生
五
所
川
原
の
い
っ

そ

う
の
発
展
に
努
力
を

い
た
し
ま

す
。
 

ご
承
知
の
よ
う
に
昨
年
は
、
 

五
月
の
山
林
火
災
、
日
本
海
中

部
地
震
と
災
害
が
相
次
ぎ
、
加

え
て
地
域
経
済
の
低
迷
傾
向
と

い
う
苦
難
の

一
年
で
あ
り
ま
し

た
。
 

し
か
し
、
市
民

一
人
一
人
の

た
ゆ
ま
ぎ
る
努
力
と
、
共
に
苦

し
み
を
分
ち
合
う
連
帯
意
識
に

よ
り
、
こ
の
難
局
を
ど
う
に
か

乗
り
切
り
、
縁
起
の
よ
い
子
年

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

さ
て
、
今
年
も
国
の
行
財
政

改
革
が
継
続
中
で
、
わ
が
市
も

厳
し
い
財
政
環
境
下
に
あ
り
ま
 
 

す
が
、
「奉
仕
と
信
頼
の
市

政
」
 

を
確
立
す
べ
く
、
最
小
の
経
費

で
最
大
の
効
果
を
目
的
に
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
鋭
意
努
力

い
た
し
ま
す
。
 

ま
ず
市
勢
発
展
の
基
盤
と
な

る
農
業
、
商
業

の
振
興
に
加
え
、
 

製
造
業
を
主
体
と
す
る
企
業
の

誘
致
と
、
地
元
の
資
源
を
活
用

し
た
地
場
産
業
の
育
成
に
努
め
、
 

地
元
雇
用
の
拡
大
を
図

り
ま
す
。
 

昨
年
末
誘
致
が

決

ま
っ

た
 

（
株
）
ス
ズ
キ
五
所
川
原
工
場

が
旧
中
川
中
学
校
跡
で
五
月
か

ら
操
業
を
開
始
、
高
級
婦
人

ス
 

カ
ー
ト
の
製
造
を
行
い
ま
す
。
 

ま
た
、
農
L
法
に
基
づ
く
農

村
工
業
団
地
の
指
定
を
受
け
、
 

新
年
度
か
ら
漆
川
地
区
に
二
十

紛
の
団
地
造
成
に
着
手

い
た
し

ま
す
。
 

農
工
併
進
に
よ
っ

て
出
稼
ぎ

を
解
消
し
、
真
に
豊
か
で
明
る

い
、
活
カ
あ
る
五
所
川
原
市
の

建
設
を
目
指
し
ま
す
。
 

中
川
中
学
校
と
飯
詰
中
学
校

を
統
合
し
た
第
四
中
学
校
が

い

よ
い
よ
四
月
に
開
校
、
さ
ら
に

五
所
川
原
総
合
高
等
職
業
訓
練

校
が
青
森
職
業
訓
練
短
期
大
学
 
 

校
に
昇
格
し
て
四
月
に
開
校
い

た
し
ま
す
。
 

一
方
、
児
童
、
生
徒
数

の
急

増
は
な
は
だ
し

い
栄
小
学
校
校

舎
の
増
改
築
に

二
年
計
画
で
着

手
い
た
し
ま
す
。
 

国
土
庁
の
指
定
を
受
け
て
県

と
計
画
策
定
作
業
に
入
っ

て
お

り
ま
し
た
「
水
緑
都
市
」
 
モ
デ

ル
地
区
整
備
事
業
が
新
年
度
か

ら
三
カ
年
計
画
で
ス
タ
ー
ト
し
、
 

市
街
地
を
流
れ
て
お
り
ま
す
農

業
用
排
水
路
を
活
用
し
た
緑
地

公
園
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
 

わ
が
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
は
、

い
っ
そ
う
創
意
と
工

夫
を
生
か
し
、
立
体
的
農
業

の
 

確
立
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
土
地
基
盤
整
備

事
業
、
農
村
総
合
モ
デ
ル
事
業

の
促
進
と
農
産
物
加
工

の
具
体

策
を
進
め
、
漬
物
工
場
を
は
じ

め
一

・
五
次
産
業
の
振
興
に
意

を
注
ぎ
ま
す
。
 

先
き
に
策
定
さ
れ
た
商
業
近

代
化
地
域
計
画
を
、

今
年
は
商

工
会
議
所
と
も
ど
も
、
こ
れ
の

実
施
計
画
策
定
に
取
り
組
み
、
 

活
気
に
あ
ふ
れ
た
商
店
街
へ

一

歩
前
進
さ
せ
、
二
十

一
世
紀
に

お
い
て
も
変
ら
ぬ
西
北
の
中
心

都
市
と
し
て
の
地
位
を
不
動
の
 

今
年
は
、
農
業
委
員
の
改
選

の
年
で
す
。
有
資
格
者
は
次
の

要
領
に
基
づ

い
て
、
 一
月
十
日

ま
で
行
政
連
絡
員
（
旧
市
内

の

方
は
農
事
実
行
組
合
長

）
ま
た

は
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●

選
挙
資
格
の
あ
る
方
 

ー
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
十
ァ
 

ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し

て
い
る
世
帯
で
、
年
間
六
十

日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い

る
方
 

2
昭
和
三
十
九
年
四
月
十
日
以

前
に
生
ま
れ
た
満
二
十
歳
以

上
の
方
で
、
農
業
経
営
主
と

同
居
し
て
い
る
親
族
 

3
十
ァ
ー
ル
以
上
耕
作
し
て
い

る
農
業
生
産
法
人

の
組
合
長

ま
た
社
員
（
年
間
六
十
日
以

上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
方
）
 

●

記
入
の
方
法
 

ー
申
請
者
の
住
所
、
氏
名
（
押

印
し
て
く
だ
さ
い
）
 

2
耕
作
面
積
 

3
選
挙
権
の
あ
る
世
帯
員
の
氏

名
、
続
柄
（
世
帯
主
か
ら
み

た
続
柄
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
）
 

4
生
年
月
日
 

申
請
用
紙
が
配
布
さ
れ
な
か
 

っ
た
り
、
記
載
上
不
明
な
点
が
 

あ
り
ま
し
た
ら
、
市
農
業
委
員
 

会

（
無
四
ー
二
一

一
一
番
内
線
 

■

と
き
 

一
月
二
十
日

（
金
）
 

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
 

蕪
難
鱗
纏
麟
》
 

二
二
九
、
二
三
〇
番
）
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
 

◇
 
◇
 
◇
 

(
 

f
 

(
 



灘
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難
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響
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讐
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も
の
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

財
政
窮
迫
の
お

り
で
は
あ
り

ま
す
が
、
五
万
市
民

の
英
知
を

結
集
し
て
住
み
よ
い
活
力
の
あ
 

新
年
お
め
で

と
う
ご
ざ

い
ま
 

す
。
 

輝
か
し
い
昭
和
五
十
九
年
の
 

年
頭
に
際
し
、
皆
様
方
の
一
層

の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。
 

昨
年
は
世
界
的
な
不
況
の
中

で
国
は
も
と
よ
り
、
地
方
自
治

体
に
お
き
ま
し
て
も
財
政
危
機

に
直
面
し
併
せ
て
五
月
に
発
生

し
ま
し
た
日
本
海
中
部
地
震
に

は
甚
大
な
る
被
害
を
こ
う
む
る

と
と
も
に
、
数
年
来
続
く
天
候

不
順
に
悩
ま
さ
れ
経
済
環
境
は

一
段
と
厳
し

い
年
で
あ
り
ま
し
 
 

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、

い
っ
そ
う
の

ご
協
カ
を
賜
わ
り
ま
す
と
と
も

に
、
ご
家
族
と
も
ど
も
よ
き
年
 

宇
（
【
 

た
。
 

こ
の
よ
う
な
中
で
五
所
川
原

市
の
発
展
基
盤
と
な
り
ま
す
、
 

交
通
体
系
の
整
備
、
農
業
振
興

対
策
及
び
商
工
観
光
の
整
備
に

鋭
意
努
力
を
重
ね
て
参
り
着
々

と
そ
の
促
進
に

つ
と
め
住
み
よ

い
活
カ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
全
力
を
上
げ

る
所
存
で

あ
り
ま
す
。
 

地
方
自
治
体
を
と

り
巻
く
厳

し
い
環
境
の
中
で
増
大
し
、
多

様
化
す
る
市
民

の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
べ
く
新
年
に
あ
た
り
心
を

新
た
に
し
、
特
に
交
通
問
題
に

つ
き
ま
し
て
は
こ
れ
が
市
の
発

展
の
基
礎
を
な
す
も
の
と
し

て

新
大
橋
の
完
成
、
バ
イ
パ
ス
の

実
現
に
、
皆
様
と
も
ど
も
総
力

を
上
げ
て
参
り
た
い
と
思
う
次

第
で
あ
り
ま
す
。
 

市
民
に
密
着
し
た
市
政
を
と
 
 

で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
っ
て
、
新

年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
し
ま
す
。
 

◇
 

◇
 

◇
 

い
う
私
の
基
本
理
念
を
も
ち
ま

し
て
ま
ち
づ
く
り
の
一
層
の
充

実
に

つ
と
め
る
覚
悟
で
適
進
い

た
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

新
年
を
迎
え
抱
負

の
一
端
を

申
し
上
げ
五
所
川
原
市
が
更
に

一
層
発
展
す
る
こ
と
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
私
の
ご
あ
い
さ

つ

と
い
た
し
ま
す
。
 

◇
 
◇
 
◇
 

土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員

の
選
挙
を
、
昭
和
五
十
九
年
三

月
十
八
日
（
日
）
と
定
め
、

次

の
要
領
で
実
施
し
ま
す
。
 

■

選
挙
人
名
簿
の
作
成
日

昭
和
五
十
九
年

一
月
二
十
七
 

［日
 

■

権
利
の
申
告

（
変
動届
を

含
む
。
）
 

昭
和
五
十
九
年

一
月
七
日
か

ら
昭
和
五
十
九
年

一
月
二
十
五

日
ま
で
。
 
（
午前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
四
時
十
五
分
ま
で
。）
 

■

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
期
問

昭
和
五
＋
九
年

一
月
三
十
．
 

日
か
ら
昭
和
五
十
九
年
二
月
十

三
日
ま
で
。
（
午前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
四
時
十
五
分

ま
で
。）
 

■

選
挙
人
名
簿
の
異
議
申
出

期
間
 

昭
和
五
十
九
年
一
月
三
十
 

日
か
ら
昭
和
五
十
九
年
二
月
十

三
日
ま
で
。
 

■

立
候
補
の
届
出
期
間
 

昭
和
五
十
九
年
二
月
二
十
八
 

日
か
ら
昭
和
五
十
九
年
三
月
八
 
 

日
ま
で
。
 
（
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
四
時
十
五
分
ま
で
。）
 

■

候
補
者
の
住
所
、
氏
名
、
 

選
挙
場
、
投
票
時
間
、
開
票
の

日
時
等
 

昭
和
五
十
九
年
三
月
上
旬
に
、
 

選
挙
人
の
方
に
通
知
い
た
し
ま

す
。
 

■

お
問
い
合
わ
せ
先
 

市
都
市
計
画
課
（
曾
⑩
二
一
 

一
一
、
内
線
二
三
五
、
二
三
二
）
 

◇
 

◇
 

◇
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,
 

・
 

 

櫛鰍
嵐懲
鰍
鰍図
鳳
一
 

審
議
会
委
員
の
選
挙
を
実
施

ー
 

新
 年
の
ご
あ
い
さ
つ
 

◇ 

0 

0 

昭和59 麟看護学生を募集1曹 

＝二一（夜間定時制）＝一 
当学院では、 59年度入学生を下記要領に基づいて募集

します。 

■募集人員:40人 

・修学年限】3年（ただし第 3学年時は、臨床実習で

す。） 

■受験資格 

准看護婦（士）で次のいずれかに該当する方。 

1.免許取得後3年以上看護業務に従事した

方。 （昭和59年 3月で3年就業終了見込

みの方を含む） 

2．高等学校卒業者。 （昭和59年 3 月卒業見

込みの方を含む） 

3．高等学校衛生看護科卒業者。 （昭和59年 

3月卒業見込みの方を含む） 

●願書受付期間】12月1日から昭和59年1月23日 

■入学試験日】昭和59年 2月14日因 

・試 験 科 目】国語、社会、看護一般、作文、面接

寮の設備があります。入学案内及び入学願書入用の方

は切手 120円同封のうえお申し込み下さい。 

五所川原市立高等看護学院 

〒 037 五所川原市布屋町41 
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c
ん
、
 

か
、
調
査
の
デ
ー
タ
は
各
種
製
 

」
恒
例
 

品
の
生
産

‘
販
売
プ
ラ
ン
を
お

刀
実
施
 

立
て
に
な
る
場
合
の
参
考
に
な
 

る
の
を
は
じ
め
、
た
と
え
ば
都

仕
で
の
 

市
開
発
や
下
水
道
計
画
の
資
料

知
の
お
 

と
な
る
な
ど
、
わ
た
し
た
ち
国
 

、
嗣

離
 

製
造
業
を
営
む

み
な
さ
ん
、
 

今
年
も
全
国
い
っ

せ
い
に
恒
例

の
「
工
業
統
計
調
査

」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
 

十
二
月
三
十
一

日
現
在
で
の

調
査
の
た
め
、
年
末
年
始
の
お
 

一
 
一
 

て
あ
り
の
ま
ま
を
お
書
き
く
だ

さ
い
。
 

調
査
は
、
次
の
三
種
類
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。
 

〔
甲
調査
〕
従
業
員
三
十
人
 

以
L
の
事
業
所
を
調
べ
る
も
 

「「祭
綴
繊
蹴
 

■

主
催
 
市
連
合
P
T
A

、
 

ノ
 

一
月
は
次
の
日

程
で
開
設
さ
れ
ま

す
。
 

お
気
軽
に
ご
利
 

用
下
さ
い
。
 

■

と
き
 

一
月

十

一
日
（
水
）
、
 

一十
五
日
（
水
）
 

午
前
十
時
か
ら

午
後
二
時
ま
で
 

■

と
こ
ろ
 
市

民
文
化
会
館
別
館

主
催
 
青
森
県

交
通
事
故
相
談
所
 

・市
民
課
市
民
相

談
室
 

園国国圏圏回圃圏囲 

訣
七
」
）'”
早
 

甑
鱗
油
港
 

開
催
し
ま
す
 

（
日
）
午
前
九
時
四
十
五
分

ー
 

午
後
三
時
十
五
分
 

■

と
こ
ろ
 
毘
沙
門
ス
キ

ー
 

●

と
き
 

一
月
十
日

（
火
）
 

ー
十

一
日
（
水
）
 

■

と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館
 

■

講
師
 
弘
前
中
央
高
等
学

校
教
諭
 
尾
崎
四
楼
 

■

参
加
対
象
 
市
内
小
中
学
 

茶
道
遠
州
流
津
軽
西
海
支
部

は
十
二
月
十
二
日
、
教
育
振
興

基
金
に
役
立
て
て
下
さ
い
と
五

万

一
千
百
十
円
を
財
団
法
人
市

教
育
振
興
会

へ
寄
付
し
ま
し
た
。
 

場
 

■

参
加
料
 
一
人
 
三
百
円

※
お
間
い
合
わ
せ
 
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
（

雪
⑩
二

一

一
一
番
内
線
二
五
〇
番
）
へ
 

生
及
び
保
護
者
、
教
員
 

■

主
催
 
市
連
合
P
T
A
、
 

市
教
育
委
員
会
 

■

お
間
い
合
わ
せ
 
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
（

雪
⑩
二
一

一
一
内
線
二
五
〇
番
）
へ
 

十
二
月
十

一
日
、
大
町
丸
友

デ
パ
ー
ト
で
開
い
た
チ
ャ
リ
テ

イ
ー
茶
会

の
収
益
金
を
贈
っ
た

も
の
で
す
。
 

難
熱
舞
舞
灘
（薄
）麟
療
濡
撒
舞
霧
 

親
子
凧
づ
く
り
教
室
維
憲
潤
継
難
 

て
、

・
た
、
（
・

寧
淳
識
議
声
難
 

みんなのことを ひとりひとりが 

忙
し

い
中
を
調
査
員
が
お
伺
い

し
ま
す
が
、
ご
協
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

こ
の
調
査
に
よ
っ

て
、
わ
が

国
の
製
造
業

の
実
態
や
製
造
活

動
の
現
状
が
明
ら
か
に
な
る
ほ
 

市
教
育
委
員
会
 

■

協
力
 
五
所

川
原
ス
キ

ー
 

協
会
 

⑨
宿
泊
ス
キ
ー
教
窒
（
児
童

生
徒
の
み

の
参
加
は
で
き
ま
せ

ん
）
 

■

と
き
 

一
月
十
四
日
（
土
）
 

ー
十
五
日
（
日
）
 

■

と
こ
ろ
 
発
珠
少
年
自
然

の
家
、
神
山
ス
キ
ー
場
 

●

参
加
対
象
 
市
内
小
中
学

生
及
び
保
護
者
、
教
員
 

■

参
加
料
 
小
中
学
生
 
千
 

七
百
円
 

大
人
 
二
千
三
百
円
 

＠
日
帰
り
ス
キ
ー
教
室
 

●

と
き
 

一
月
一
一
十
一
一
日
 
 

民
生
活
の
向
上
に
広
く
活
用
さ

れ
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
に
ご
記
入
い
た
だ

い
た
調
査
票
は
、
統
計
以
外

の

目
的
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
 
 

の
で
す
。
 

〔
乙
調査
〕
 
従
業
員
二
十
九

人
以
下
の
事
業
所
を
調
べ
る

も
の
で
す
。
 

〔
丙
調査
〕
 
製
造
業
に
属
す

る
本
社

・
本
店
を
調
べ
る
も
 
 

の
で
す
。
 

な
お
、
主
な
調
査
項
目
は
、
 

事
業
所
名
、
従
業
者
数
、
原
材

料
及
び
燃
料
使
用
額
、
製
造
品

出
荷
額
、
有
形
固
定
資
産
投
資

総
額
な
ど
で
す
。
 

こ
の
調
査
に
つ
い
て
ご
不
明

の
点
は
、
市
総
務
課
企
画
室

・

統
計
調
査
係
（

胃
⑩
…
二
一
一

一
番
、
内
線
三
一
八

・
三
一
九

番
）
へ
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
 

い
。
 

◇
 
◇
 
◇
 

み
な
さ
ん
は
ど
う
で

し
よ
・フ
。
 

み
ん
な
の
責
任
で
、
 

一
つ
の
こ
と
を
や
ら
な
 

？、
て
は
な
ら
な
い
と

き
、

つ
い
自
分
の
責

任
を
忘
れ
、
他
の
大

勢
の
人
の
か
げ
に
か

く
れ
て
、
責
任
を
の

が
れ
よ
う
と
し
た
こ

と
は
な
い
で
し
ょ
う
 

』
 
か
。
 

二
の
「
少
年
の
主

張
」
に
、
私
た
ち
の
学
級
か

ら
も
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
、
 

そ
の
代
表
を
決
め
る
話
し
合

い
を
学
級
で
し
た

と
き
の
こ

と
で

す
。
 

初
め
か
ら
み
ん
な
は
あ
ま

り
関
心
の
な
い
様
子
で
し
た
が
、
 

そ
れ
で
も
ど
う
に
か
次
の
二
つ

の
方
法
が
提
案
さ
れ
、
決
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

一
つ
は
、
学
級
全
員
に
書
い

て
も
ら
っ
て
、
み
ん
な
の
前
で

発
表
し
、
す
ぐ
れ
た
意
見
を
選

ぶ
と
い
う
も
の
。
も
う
ー
つ
は
、
 

推
薦
で
選
ば
れ
た
人
だ
け
に
参

加
し
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
で

し
た
。
 

採
決
の
結
果
は
、
ほ
と
ん
ど

の
人
が
推
薦
さ
れ
た
人
に
参
加

し
て
も
ら
う
方
法
に
賛
成
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
 

私
も
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
方
に

賛
成
し
ま
し
た
。
 

「作
文
を
書
く
の
も
た
い
ぎ
 

だ
し
、
万

一
、
自
分
に
決
ま
っ
 

た
ら
嫌
だ
し
、
推
薦
な
ら
、
他
 

の
誰
か
に
決
ま
る
だ
ろ
う
己
 

と
言
う
、
ず
る
い
計
算
が
す

ば
や
く
働
い
て
い
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。
あ
の
場
の
様

子
か
ら
考
え
て
み
て
、
他
の

み
ん
な
も
大
体
同
じ
考
え
の

よ
う
で
し
た
。
 

そ
れ
で
は
誰
を
推
薦
す
る

か
、
と
な
っ
た
と
き
で
す
。
 

そ
れ
ま
で
黙
っ
て
い
た
先
生

が
、
突
然
 

「な
ん
だ
か
変
で
な
い
か
。
 

自
分
で
や
る
の
が
嫌
だ
か
ら
、
 

誰
か
に
押
し

つ
け
よ
う
と
し

て
い
る
様
に
見
え
る
ぞ
ノ
。
 

だ
と
す
る
と
、
そ
れ
は
、
ひ

き
ょ
う
だ
。
無
責
任
だ
ノ
。」
 

張
り
つ
め
た
声
で
言
い
ま
し
た
。
 

一
瞬
、
教
室
は
し
ん
と
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
 

私
は
、
は
っ
と
し
ま
し
た
。
 

自
分
が
、
嫌
だ
、
押
し

つ
け
ら

れ
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
た
も

の
が
、
い
つ
の
間
に
か
、
他
の

人
に
押
し

つ
け
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
の
に
気
づ
い
た
か
ら
で

す
。
私
は
は
ず
か
し
く
、
な
に
 

「少年の主張発表大会」市長賞 

,
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集
行
 
丁

編
発
装
 

扇
鰍m
溺
濡
鰯
！
（
難
 

ー

消
防
署
員
を
慰
問
 

市
婦
人
会
連
合
会
（
高

満
タ
力
会
長
）
は
十
二
月

十
日
、
市
消
防
本
部

・
消

防
署
を
訪
れ
、
忙
し

い
歳

末
の
消
防
活
動
に
入
っ

た

署
員
を
励
ま
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
高
満
会
長

以
下
十
二
人
が
松
山
消
防

長
を
訪
ね
、
 
「日
夜
、
市

民
の
生
命
財
産
を
守
っ

て

い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
を

申
し
L
げ
ま
す
。
」
と
タ

オ
ル
、
軍
手
を
贈
り
慰
問

し
た
も
の
で
す
。
 

型
わ

く
 

足
場
組
立
 

ガ
ス
溶
接
 

玉
 

掛
 

種
 
別
 

月 
七 

5 日
八 
日 

月 

I日

日 

I月 I月 
実

施

月
日
 

十十
一日
日 

十
七
日
 
十

六
日
 

青
森
県
建
設
業
協
会
 

北
五
支
部
 

青
森
県
建
設
業
協
会
 

北
五
支
部
 

西
北
労
働
基
準
協
会
 

西
北
労
働
基
準
協
会
 

場
 
所
 

満
十
八
歳
か
ら

の
 

経
験
三
年
以
上
 

満
十
八
歳
か
ら
の
 

経
験
三
年
以
上
 

満
十
八
歳
以
ト
 

経
験
不
要
 

満
十
八
歳
か
ら
の
 

経
験
六
カ
月
以
上
 

受
講

資

格
等
  

冬
期
技
能
講
習
会
 

~つ．くーーーつ“・弓ーcー~ーcーつ．cー~つ●亡――●‘~●ーコ．一●亡・“‘●●c~●‘・“・ーコ．ー~~Hコ．．“ー”一~，．叫，，一,,..--.．→~“~一転~~ 

な
お
、
講
習
会
の
日
程
は
次

の
と
お
り
で
す
。
 

◇
 

◇
 

◇
 

電
電
絵

画
・
 

作
文

コ
ン
ク
ー
ル
 

→
今
休
み
に
か

い
て
み
よ
う
 

■
応
募
資
格
 
小
学
校
高
学
年
 

（四
、
五
、
六
年
生
）
 

・

種
 
目
 
絵

画
の
部
 

B
三
版
 
水
彩
画
 

作
文
の
部
 
四
百
字
詰
原
稿
 

用
紙
三
枚
程
度
 

■

テ
ー
 
マ
 
「
電
信
電
話
」
 

に
関
す
る
も
の
 
 

か
ぺ
し
ゃ
ん
こ
に
な
っ
た
よ
う

な
気
持
ち
で
し
た
。

一
人
一
‘人

が
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
誰
か

が
や
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
い

う
無
責
任
な
態
度
で
話
し
合
い

に
参
加
し
て
い
た
こ
と
を
私
は

強
く
反
省
し
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
最

後
に
、
全
員
が
主
張
を
書

い
て

学
級
で
発
表
会
を
開
く
こ
と
で

解
決
し
た
の
で
す
が
、
私
は
こ

の
で
き
ご
と
か
ら
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
考
え

さ
せ
ら

れ
ま
し

た
。
 

そ
れ
は
、
 一
人
一
人
が
役
割

を
決
め
ら
れ
、
責
任
を
持
た
さ

れ
る
と
き
は
、
割
合
、
き
ち
ん

と
そ
の
責
任
を
果
た
す
の
で
す

が
、
全
体
で
責
任
を
持
た
な
く

て
は
な
ら
な
い
場
合
、
責
任
が

う
す
め
ら
れ
る
み
た
い
な
気
持

ち
が
働
い
て
、
本
気
で
取
り
組

ま
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

私
自
身
で
も
、
み
ん
な
で
遊

ん
だ
ポ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
台
の
後

始
末
を
、
誰
か
が
片
付
け
て
く
 

■

賞
 
各
学

年
ご
と
に

最
優
秀
賞
一
名
、
優
秀
賞

二
名
、
佳
作
若
干
名
 

■

締
切
日
 

昭
和
五
十
九
年

一
月
三
十

一
日

（火
）
 
 

る
だ
ろ
う
と
人
ま
か
せ
に
し
た

こ
と
が
な
か
っ
た
か
と
反
省
さ

れ
る
の
で
す
。
又
、
先
生
が
誰

か
教
室
に
花
を
持
っ
て
来
て
飾

っ
て
く
れ
る
よ
う
に
た
の
ん
だ

と
き
な
ど
、
自
分
が
言
わ
れ
た

こ
と
と
し
て
考
え
た
だ
ろ
う
か

と
思
う
の
で
す
。
数
え
て
み
れ

ば
ま
だ
ま
だ
沢
山
あ
る
は
ず
で

す
。
 

こ
れ
か
ら
私
が
、
中
学
生
、
 

高
校
生
と
し
て
、
生
き
て
い
く

と
き
、
こ
れ
に
似
た
場
面
に
数

え
き
れ
な
い
程
、
出
会
う
と
思

い
ま
す
。
 

正
直
に
言
っ
て
、
私
に
は
、
 

こ
の
、
責
任
か
ら
の
が
れ
よ
う

と
す
る
気
持
ち
ゃ
、
責
任
に
無

関
心
で
い
る
気
持
ち
を
完
全
に

お
さ
え
つ
け
る
自
信
は
ま
だ
あ

り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
、
そ
れ
を

押
さ
え
つ
け
よ
う
と
本
気
で
努

力
す
る
覚
悟
は
あ
り
ま
す
。
 

み
ん
な
の
こ
と
を
自
分
の
こ

と
と
し
て
、
 一
人
一
人
の
人
が

考
え
た
な
ら
、
み
ん
な
の
生
活
 

（く
ら
し
）
は

一
層
楽
し
く
な

る
と
思
い
ま
す
。
 

■

送
り
先
 

五
所
川
原
電
報
 

電
話
局
第
一
営
業
課
 

〒
〇
三
七
 

五
所
川
原
市
上
平
井
町
 

電
話
⑩
二
〇
〇
〇
番
 

■

定
員
 
各
講
習
と
も
四
十

五
人
 

■

講
習
時
間
 
午
前
九
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で
 

■

受
講
料
 
無
料
で
す
。
 

■

申
込
み
期
限
 

一
月
二
十
 

日
ま
で
。
 
（た
だ
し
、
定
員
に

達
し
次
第
締
切
り
ま
す
。
）
 

■

準
備
す
る
も
の
 
写
真
一
一

枚
（
免許
証
用
と
同
じ
大
き
さ
。）
 

返
信
用
封
筒
（
四
百
十
円
切

手
添
付
、
本
人
の
住
所
を
記
入
 

の
こ
と
。
）
 

筆
記
用
具
、
出
稼
労
働
者
手

帳
 二

つ
以
上
の
講
習
を
希
望
す

る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
申
し
込
み
、
写
真
等
が
必
要

で
す
。
 

五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
所
 

五
所
川
原
小
学

校
 

6
年
 

小
枝
聡

子
 



正
月
休
み
で
里
帰
り
す
る
出

稼
者
と
そ
の
留
守
家
族
の
心
情

を
推
察
し
、
さ
さ
や
か
な
が
ら

次
の
日
程
で
慰
安
激
励
会
を
お

こ
な
い
ま
す
。
 

一
般
の
方
も
多
数
お

い
で
下

さ
い
。
 

■

と
き
 

一
月
五
日

（
木
）
 

午
後
一
時
か
ら
 

■

と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館
 

■

催
し
物
 
弘
南
バ
ス
芸
能

愛
好
会

一
行

（二
十
数
名
）
、
 

素
人
民
謡
、
歌
謡
、
舞
踊
が
あ

り
ま
す
。
 

■

入
場
は
無
料
で
す
。
 

出
稼
ぎ
激
励
訪
問
 

な
お
、
当
日
は
会
場
ロ
ビ

ー
 

で
事
故
見
舞
金
制
度
加
入
と
無
 

市
出
稼
対
策
係
で
は
、
出
稼

ぎ
留
守
家
族
の
現
地
激
励
訪
問
 

（
二
月
中
旬
四
泊
五
日
、
東
京

都
周
辺
）
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
二
人

の
追
加
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

参
加
さ
れ
る
方
は
、
 一
月
十

日
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
 

参
加
で
き
る
の
は

一
家
族
一

人
で
、
東
京
都
周
辺
で
就
労
し

て
い
る
出
稼
ぎ
者
の
妻
と
な
っ
 

機能訓練を実施 

40歳以上の方で、脳卒中、リウマチ、けが等で体を

動かすのが不自由な方のために、専門スタッフの指導で

機能訓練を実施しております。 

受けたい方は市保険衛生課に申請して下さい。 

市では金山の特別養護老人ホーム青山荘に委託しており

ます。 

圃園圏回回団園因 
献血は尊い人命を守る贈りもの、採血車

を見かけたら進んで献血しましょう。 

.1月12日（木）市庁舎前お祭り広場

午前10:00---12:00 
●1月12日（木）電報電話局構内

午後 1:30…4:00 
●1月19日（木）国鉄五所川原駅前

午前10:00-12:00 
●1月19日（木）上平井町胃腸病院

午後 1】30-4:00 

lミ種混合暴貰ノフテノ 
ワクチン士女子墨 
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■対象幼児 

生後24カ月～48カ月までの幼児で、 

58年10月から12月までの期間に1期の

予防接種を 2 回実施した方だけを対象

とします。 

■ご注意 

●母子健康手帳は必ず持参してくださ 

し、 0 

   

●当日の朝に体温測定をしてきてくだ

さい。 

●お子さんの健康状態をよく知ってい

る方がお連れください。 

・実施月日・時間 

1月27日（金） 午後1時～2時 

■実施場所 

市保健センター 
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